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平成２３年２月２８日

株式会社今田美奈子食卓芸術サロン
代表取締役社長

今田　美奈子  様

　皆さま御機嫌よう。お菓子という小さなも
のに振り向きながら３５年続けております。私
の少女時代は惨憺たるもので、６歳のときの
高熱により歩けない状態でしたが、母は人間
は知性だからと言って慰めてくれました。大
きくなってごく普通になり、結婚して娘と息
子もできました。
　１９７１年、私の運命が変わります。スイスの
国立の学校が日本と友好関係を結ぶために日
本のお菓子屋さんを呼ぶという話があり、私
も連れていってもらうことになりました。こ
れが洋菓子の世界を見た始めですが、そこで
素晴らしい発見をしました。お菓子というの
は必ず宴席があって、国際交流もビジネスも
全部最後はお食事で交流する。それで心が繋
がるわけで、疲れた心を甘味で癒すのが洋菓
子の役目。そういう話を聞いたんです。西洋
の伝統は、王朝が文化を作って、それがみん
なのものになった。同じ形と名前で伝承され
るのが文化だという母の話もあって、私も日
本のお嬢様たちにそれを伝えたいと思い、帰っ
てから「ぶきっちょさんにも作れるケーキとクッ
キー」という本を出しました。それはベスト
セラーになり、それから今までに６０冊ぐらい
本を出しました。
　次の大きな出会いはベルサイユ宮殿です。
宮殿にはプチトリアン、ベルバラで有名な田
舎屋があります。小さな可愛いお家のミニチュ
アの村落で、マリーアントワネットが最後に
楽しんだと言われるところです。農家のひな
びた生活、大自然の懐に抱かれる小川の風景、
これを彼女はものすごいお金をかけて作った。
それが財政破綻に導きます。王妃は育ちが良

すぎて人の気持ちは
読めない。でも純粋
に美は知っています。
本物に囲まれて育つ
と最後に無駄を取っ
て簡素なかわいいも
のに到達する。それ
で「貴婦人が愛した
お菓子」などの本を
出しました。これがまた売れて、私の教室に
は本当に大勢の生徒さんがいらした。そのとき、
もうお菓子を作るだけじゃなくて、それをど
んな器に盛ってどうサービスするか、そして
建物、室内のトータルが文化の伝承には必要
だということを知りました。
 フランスの小さなお城を購入し、生徒さんた
ちを連れて行ってフランス人講師を呼び、貴
族をもてなしたりする、実体験のようなこと
をしました。そのお城は非常に古く、亀裂が入っ
て危なくなって手放したんですが、買った当初、
フランスの一流の修復家に頼んでアントワネッ
トの時代と同じものを揃えたら何億では済ま
なくなっちゃって、私は財産を全部つぎ込ん
だんです。そのお金は戻って来ませんけど、テー
ブルアートの分野で初めて芸術文化勲章をフ
ランス政府からいただき、シラクさんからも
マダム今田はフランス人以上にフランスを理
解しているという言葉をいただきました。
　波乱万丈ですが、命あることがありがたい
という出発点を神様が最初に与えてくださっ
たことで、元気で生きてこれた。それが私の
人生だと思います。お聞きくださいましてあ
りがとうございました。

卓話　 夢を分かち合う喜びが時代をつくる 
４月は『雑誌月間』です

RIの公式機関誌『ザ・ロータリアン』および世界３１の地域雑誌の購読と、活用促進に役立つプログ

ラムを実施する月間です。ロータリーの雑誌（『ロータリーの友』など）に対する会員の認識を深め、

それによってロータリーの情報の普及を図ることが目的です。

クラブはこの月間中に雑誌に関するプログラムを実施しなければなりません。チェスリー・

ペリー国際ロータリー初代事務総長によって創刊された、『ザ・ナショナル・ロータリアン』

（１９１２年に『ザ・ロータリアン』に改称）が発刊された１９１１年１月２５日を記念して、当初１

月２５日を含む１週間を雑誌週間としていました。

『２００７年手続要覧』の「ロータリークラブ定款」の「第１４条　ロータリーの雑誌」では、各

会員は、会員身分を保持する限りＲＩの機関雑誌、またはＲＩ理事会から本クラブに対して

承認ならびに指定されている地域的なロータリー雑誌（日本では『ロータリーの友』）を購

読しなければならない、と定めています。

（ロータリージャパン　ホームページより）

３月お誕生月の会員

渡邉　滋さん
秋津壽男さん
篠塚　博さん
小笠裕子さん（例会は欠席）

　ロータリーには３３,０００を超えるクラブがありますが、
それらをつなぐネットワークの中心の一つが「ザ・ロータ
リアン」などの機関誌です。
１００年を超す歴史がある「ザ・ロータリアン」、そして２５
言語で発行される３１の地域雑誌があります。そしてこれ
らの雑誌購読が、例会の出席と並ぶロータリアンの義務に
なっています。
　世界本部エバンストンで指定された重要記事は世界共通
で、言ってみればロータリークラブのマニフェストに当た
るものかも知れません。
　それだけでなく他のクラブがどういう活動をしているかを知り、参考にする機
会を与えてくれます。
　日本版「ロータリーの友」はほぼ６０年の歴史を持つ公式地域雑誌です。
是非参考にしてみてください。
　４月の雑誌月間はロータリアンとして役立つ情報を共有する、ということを再
確認する月です。

ロータリー情報委員会
委員長　河野　拓

（Magazine Month）




